
Econixe News Letter 

藻場🐟通信 

雑海藻の駆除 

2024/7/25 自然環境部 海域担当チーム 筒井 浩之 

Vol. 
43 

お問い合わせ ：株式会社エコニクス 自然環境部 海域担当チーム 伊藤・小山 

〒004-0015  札幌市厚別区下野幌テクノパーク1丁目2-14 TEL：011-807-7037(直通) FAX：011-807-6828 

Website URL：http://www.econixe.co.jp/ mail：info@econixe.co.jp 

 昨年の秋ですが、藻場などの調査で訪れた日
高地方で、調査を終えて船で漁港に戻ると、見
たことのないものを目にしました。工事現場な
どでよく見るバックホーを載せた大きなフロー
トのようなものが海の中に入っていく様子でし
た(写真1) 。 
 調査船の船長に聞いたところ、「雑海藻を駆
除する機械」とのことで、しばらくの間、周辺
の海域で作業をするとのことでした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真1 漁港で見た雑海藻駆除の機械 
 
 コンブにとって有害な大型の雑海藻がコンブ
漁場に大量に繁茂すると、本来コンブが着生し
ていた場所が狭くなるだけでなく、コンブに必
要な光や栄養塩などの供給を減らし、コンブの
発生や生育を妨げてしまいます。つまり、コン
ブの生産性を高めるための技術が雑海藻駆除と
なります 。  
 駆除の方法としては、写真1のバックホー(専用
の駆除ホークが付いている)を用いた方法、複数
のチェーンを機械で回転させて海底から雑海藻
を削り取る方法、コンクリートとチェーン塊を
クレーン船で引き寄せて削り取る方法、水中ブ
ルドーザーを用いる方法といった建設会社へ委
託して行う方法のほか、海底洗耕機やチェーン
を船で曳いて雑海藻を削り取る方法、波の力で

チェーンを振り回して雑海藻を削り取るチェー
ン振りなど、漁業協同組合や漁業者が自ら行う
方法があります。 
 話は少し変わりますが、調査船の船長から聞
いた話では、その港の周辺には、ミツイシコン
ブのほか、マコンブが生育しているそうです。
北海道では道南地域にのみ分布すると思ってい
たマコンブ(図1)が日高地方に生育分布していた
ことに少し驚きました。また、日高地方ではマ
コンブは駆除の対象になっているとのことです。
海域によって味などが違うのかもしれませんが、
高級なコンブのイメージが強いマコンブが、こ
こでは邪魔者扱いされていることを考えると、
ちょっと複雑な気持ちになりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   出典： 「社団法人 日本水産資源保護協会(1996)： 
       わが国の水産業 こんぶ」 

図1 主なコンブの産業的な分布 
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